
政治家時代「小さな親切」実行章
贈呈式にて（昭和62年）
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　　　　　 周年特別インタビュー　「小さな親切」運動のこれから6060

部
の
発
足
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◉

　
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
60
年
も
の
間
、
一
貫
し

て
こ
の
運
動
に
関
わ
っ
て
き
た
の
は
、
日
本
文
化

の
礎
を
築
く
の
に
必
要
な
運
動
だ
、
と
い
う
強
い

想
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
発
足
当
時
か
ら
行
っ
て
い
る
親
切
さ
ん
の
表
彰

「『
小
さ
な
親
切
』実
行
章
」を
受
章
さ
れ
た
の
は
、

累
計
で
な
ん
と
約
６
１
０
万
人
。
日
本
に
は
、
た

く
さ
ん
の
親
切
な
方
が
い
る
と
い
う
証
で
す
。
さ

ら
に
、
今
で
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
規
模

な
清
掃
活
動
の
先
駆
け
と
な
っ
た「
日
本
列
島
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
」は
、
運
動
の
大
き
な
財
産
。
近

年
、
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
な
ど
で
日
本
人
が
会

場
の
ご
み
拾
い
を
す
る
姿
は
世
界
中
を
驚
か
せ
て

い
ま
す
。
人
が
落
と
し
た
ご
み
を
拾
う
、
こ
れ
は

ま
さ
に「
日
本
の
美
風
」そ
の
も
の
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
自
身
も
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
、「
一
人
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
」を
実
践
し
て
い
て
、
毎
朝
6
時
半
ご

ろ
か
ら
、
散
歩
の
つ
い
で
に
道
路
や
公
園
の
ご
み

を
拾
っ
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
出
会
っ
た
近
所
の

方
か
ら「
ご
苦
労
様
で
す
」「
い
つ
も
す
み
ま
せ
ん
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、「
こ
れ
は
趣
味

で
す
か
ら
」と
返
し
て
い
ま
す(

笑)

。
も
う
習
慣

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
や
ら
な
い
と
一
日
が
始
ま

ら
な
い
感
じ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◉

　
私
が
代
表
に
就
任
し
た
と
き
に
は
、
先
人
達
が

培
っ
て
き
た「
日
本
の
美
風
」を
蘇
ら
せ
、
時
代

に
合
わ
せ
た
活
動
に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た

り
ま
せ
ん
が
、
私
と
同
じ
よ
う
に
世
襲
で
は
な
い

政
治
家
も
必
要
で
す
。
彼
ら
も
、
地
盤
の
な
い
中

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
少
し
は
、
志
の
あ
る
若
者

を
育
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
自
負
し
て
い

ま
す
。

「
小
さ
な
親
切
」運
動
と

と
も
に
歩
む

　

運
動
の
ス
タ
ー
ト
は
、
私
が
大
学
を
卒
業
し
、

毎
日
新
聞
社
に
入
社
し
た
昭
和
38（
１
９
６
３
）

年
。
当
時
は
、
日
米
安
保
闘
争
に
よ
っ
て
世
の
中

が
殺
伐
と
し
て
い
て
、
茅か

や

誠せ
い

司じ

東
大
総
長
が
卒
業

告
辞
で
、
卒
業
生
に「
小
さ
な
親
切
」の
実
践
を

呼
び
か
け
た
こ
と
は
、
日
本
中
に
大
き
な
反
響
を

呼
び
ま
し
た
。

　

入
社
後
す
ぐ
新
潟
支
局
勤
務
と
な
っ
た
私
も
、

影
響
を
受
け
た
一
人
。「
新
潟
に
も『
小
さ
な
親

切
』の
芽
が
」と
地
元
の
動
き
を
記
事
に
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
毎
日
新
聞
社
の
上

田
常
隆
社
長（
当
時
）が
、
茅
総
長
の
呼
び
か
け

に
共
感
し
、
運
動
の
提
唱
者
の
一
人
に
加
わ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
運
動
に
は
深
い
ご
縁
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　
政
治
家
に
な
っ
て
か
ら
は
大
変
忙
し
か
っ
た
の

で
す
が
、「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
贈
呈
式
な
ど
の

会
合
に
は
可
能
な
限
り
出
席
し
ま
し
た
し
、
横
浜

の
少
年
野
球
の
子
ど
も
た
ち
を
実
行
章
に
推
薦
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
62（
１
９
８
７
）年
に
は
、
地
元
・
神
奈

川
県
に
運
動
を
根
付
か
せ
た
い
と
、
神
奈
川
県
本

文
章
力
は「
人
間
力
」

　
私
は
、
未
熟
な
自
分
が
成
長
で
き
た
の
は
、
学

校
や
先
生
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

教
育
を
十
分
に
施
す
社
会
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
日

本
を
発
展
さ
せ
た
い
と
の
思
い
で
、
政
治
家
時
代

は「
教
育
」の
分
野
に
重
点
的
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
68
歳
で
政
界
を
引
退
し
て
か
ら
は
、
私
を
文
部

政
務
次
官
に
推
薦
し
て
く
だ
さ
っ
た
尊
敬
す
る
政

治
家
、
森
山
眞
弓
元
衆
議
院
議
員
が
理
事
長
を
つ

と
め
て
い
た
ご
縁
で
、
白
鷗
大
学
の
特
任
教
授
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
横
浜
商
科
大
学
に
も
招
か
れ
、
ど
ち

ら
の
大
学
で
も「
現
代
政
治
論
」を
中
心
に
教
え

ま
し
た
が
、
月
に
1
回
く
ら
い
、
学
生
に
テ
ー
マ

を
与
え
て
手
書
き
の「
作
文
」を
書
か
せ
て
い
ま

し
た
。

　

作
文
を
書
く
の
は
小
学
生
以
来
だ
と
い
っ
て
、

戸
惑
う
学
生
も
い
ま
し
た
が
、
作
文
の
良
い
と

こ
ろ
は
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て「
も
の
を
考
え
る

力
」が
さ
ら
に
熟
し
て
い
く
と
こ
ろ
。
自
分
の
手

本
年
、「
小
さ
な
親
切
」運
動
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

鈴
木
恒
夫
代
表
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
２
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

前
回
は
幼
い
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
新
聞
記
者
と
な
り
、

そ
の
後
政
界
に
転
身
し
た
経
緯
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
政
界
引
退
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ほ
か
、

長
年
に
わ
た
る「
小
さ
な
親
切
」運
動
と
の
関
わ
り
、

運
動
へ
の
想
い
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

で
文
字
を
書
く
こ
と
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に

自
分
の
想
い
を
込
め
ら
れ
ま
す
。
今
は
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
時
代
で
す
の
で
、「
古
い
」

と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
言
葉
は
自
分

の
頭
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
も
の
で
す
。
そ
の

言
葉
を
紡
ぐ
こ
と
は
、「
生
き
様
の
表
現
」と
い
っ

て
良
い
。
文
章
力
を
つ
け
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
人

間
力
を
鍛
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
で
も
、
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
や
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催
し
て
い
ま
す

が
、
文
章
を
書
く
機
会
づ
く
り
は
と
て
も
大
切
で

意
義
の
あ
る
活
動
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ま
だ
に
当
時
の
作
文
は
大
切
に
と
っ
て
あ
り

ま
す
が
、
留
学
生
が
慣
れ
な
い
日
本
語
で
一
生
懸

命
書
い
た
作
文
は
胸
を
打
ち
ま
し
た
し
、
こ
ち
ら

が
勉
強
に
な
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
教
え
子
の
中
に
は
、
政
治
家
に
な
っ
た
学
生
が

何
人
か
い
ま
す
。
世
襲
議
員
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
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「小さな親切」運動
をより大きく

鈴木恒夫 

［すずき・つねお］

1941年2月10日生。神奈川県横浜市出身。早稲田大学第一政治経済学部
卒業。1963年、毎日新聞社入社。1977年、衆議院議員秘書。1986年、
衆議院議員選挙で初当選。1992年、文部政務次官。1996年、環境政務次
官。2008年、文部科学大臣就任。2009年、政界より引退。2010年、社
団法人「小さな親切」運動本部理事。2011年、公益社団法人「小さな親切」
運動本部理事。2014年、公益社団法人「小さな親切」運動本部代表就任
（６代目）。現在に至る。
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い
と
の
思
い
を
込
め
、「
日
本
の
美
風
の
蘇
生
と

新
生
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
現
代
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
人
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ

て
会
話
を
す
る
機
会
が
減
り
、
心
の
痛
み
、
感
動

を
共
有
す
る
機
会
が
減
っ
た
こ
と
が
と
て
も
心
配

で
す
。
対
面
で
な
け
れ
ば
、
人
の
心
を
尊
重
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、「
忘も

う

己こ

利り

他た
※
」の
精
神
は
育
ち

ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
の
中
で
、
人
と
の
交
流
の
大

切
さ
、
不
安
や
恐
れ
を
克
服
す
る
た
め
、
一
人
ひ

と
り
が
思
い
や
り
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ

い
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
だ

か
ら
こ
そ
、「
小
さ
な
親
切
」運
動
を
よ
り
多
く
の

方
に
知
っ
て
も
ら
い
、全
国
に
広
げ
て
い
き
た
い
、

60
周
年
は
そ
の
機
会
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

「小さな親切」運動
をより大きく

　　　　　 周年特別インタビュー　「小さな親切」運動のこれから6060
※
忘
己
利
他
：
天
台
宗
の
開
祖
・
最
澄
の
言
葉
で「
自
分
の
こ

と
を
忘
れ
、
他
人
の
た
め
に
生
き
る
」と
い
う
意
味
。

　一番上の兄が宮沢賢治の心酔者だったこともあります
が、私も同じ農家出身者として、宮沢賢治の詩『雨ニモマ
ケズ』に共感し、心の支えにしてきました。原文のコピー
を手帳に挟んで、いつも持ち歩いていたほどです。
　次代を担う子どもたちには、この先いろいろなものを身

につけながら、しっかりと自分を見つめ、一歩でも前へ歩
いて行ってほしいと思います。『雨ニモマケズ』の一言一言
は、まさに「日本の美風」。子どもたちにとってとてもいい
教えになると思いますので、私からのメッセージの代わり
にこの詩を贈ります。

宮沢賢治から学ぶ「日本の美風」

「雨にも負けず」
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雨にも負けず　風にも負けず　雨にも負けず　風にも負けず　
雪にも夏の暑さにも負けず　丈夫な体を持ち　雪にも夏の暑さにも負けず　丈夫な体を持ち　
欲はなく　決して怒らず　いつも静かに笑っている　欲はなく　決して怒らず　いつも静かに笑っている　
１日に玄米４合と味噌と少しの野菜を食べ１日に玄米４合と味噌と少しの野菜を食べ
あらゆることを自分を勘定に入れず　よく見聞きし　分かり　そして忘れあらゆることを自分を勘定に入れず　よく見聞きし　分かり　そして忘れずず
野原の林の下のかげの　小さなかやぶきの小屋にいて野原の林の下のかげの　小さなかやぶきの小屋にいて
東に病気の子どもあれば　行って看病してやり東に病気の子どもあれば　行って看病してやり
西に疲れた母あれば　行ってその稲の束を負い西に疲れた母あれば　行ってその稲の束を負い
南に死にそうな人あれば　行って怖がらなくてもよいと言い南に死にそうな人あれば　行って怖がらなくてもよいと言い
北に喧嘩や訴訟があれば　つまらないからやめろと言い北に喧嘩や訴訟があれば　つまらないからやめろと言い
日照りのときは涙を流し　寒さの夏はおろおろ歩き日照りのときは涙を流し　寒さの夏はおろおろ歩き
皆にデクノボーと呼ばれ　ほめられもせず　苦にもされず皆にデクノボーと呼ばれ　ほめられもせず　苦にもされず
そういうものに　私はなりたいそういうものに　私はなりたい

こ数十年、野球を観なくなった。野球が大好
きだった私は、高校時代は野球部のマネー

ジャーになり、部室の整備や交流試合のセッティング、
試合ではスコアブックを担当した。決して強いチー
ムではなかったが、スコアブックをつけながら、相手
ピッチャーの球種（ストレート、カーブなど）や配球の
くせ、決め球などを見分けるのがとても楽しかった。
　そういえば、主人との初デートは神宮球場での巨人
対ヤクルトの試合だった。それが子育てや仕事に追
われ、とんと野球から遠ざかってしまった。しかし、
WBC（World	Baseball	Classic）での侍ジャパンの試
合を観て、改めて野球のすばらしさを思い出した。
　メンバーは、メジャーリーガーや日本プロ野球界を
代表する30人。誰もが自分がチームを引っ張る主力
打者や投手たちだが、試合に勝つ１勝の重みをかみし
めて、自分の役割に徹している姿が目に焼き付いた。
大谷選手がしたバントは、まさにその象徴だった。そ
れが私の好きな野球の姿だったのだ。4番打者だけが

重要なのでなく、1番からの打順にはそれぞれ役割が
あり、グラウンドの9人はもとより、ベンチ組も代打
や代走をいつでもこなせる準備をする。全員野球の楽
しさを久しぶりに味わった。
　そして、何よりも選手が声を出し、笑顔を見せ、全
身で闘志をむき出しにしてパフォーマンスをする姿
は、日本の野球では見られない光景だった。まだまだ
あきらめないぞ、勝つぞとの思いが伝わってきた。オ
リンピックでも「楽しんでやりたい」と選手の発言を聞
く機会が多くあったが、『楽しむ』との言葉の意味を初
めて理解できた。
　これからは、私なりに楽しんで仕事をしたいと思う。

ど 真 ん 中ど 真 ん 中

ベースボールの魅力を再発見

こ

イラスト：安彦麻理絵［あびこまりえ］文：山橋由貴子［やまはしゆきこ］（公社）「小さな親切」運動本部専務理事兼事務局長

は え ぬ きは え ぬ き

も増えました。

　今年度は、共通の特別テーマ「私の心のワクチン」

を設け、自分にとってコロナ禍とは何だったのか、そ

れぞれが感じた想いやエピソードを募集します。

　コロナ禍の3年、中央本部が主催する二つのコン

クールの応募作品には、未知の感染症への恐れ、通

常の生活が送れない不安や焦りが多く綴られた一

方、家族や身近な人とのつながりに目を向けた作品

両コンクールの入賞者は、2023年11月24日（金）開催の全国表彰式席上で表彰いたします。
応募要項の詳細は「小さな親切」運動WEBサイト（https://www.kindness.jp/）をご確認ください。

「私の心のワクチン」エピソードを募集
「心のワクチン」運動

第48回 作文コンクール 第39回 こころのエッセイコンテスト
［はがきキャンペーン］

対 　 象：小中学生（小中学生と同じ学齢のものを含む）
テ ー マ：❶「小さな親切」
	 ❷私の心のワクチン
締め切り：2023年９月22日（金）必着
入賞発表：2023年11月中旬

対 　 象：子どもから大人まで
テ ー マ：❶心から伝えたいありがとう
	 ❷私の心のワクチン
締め切り：2023年９月4日（月）必着
入賞発表：2023年11月上旬


